
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 楽音指示情報、歌詞指示
情報及びフェード制御情報を含む を記憶する記憶手段であって、

もの
と、
　
　

読出す読出手段であって、

読出すものと、
　前記記憶手段から読出される楽音指示情報に応じてカラオケ演奏を行なう演奏手段と、
　前記記憶手段から読出される歌詞指示情報に応じて歌詞画像信号を発生する第１の信号
発生手段と、
　背景画像信号を発生する第２の信号発生手段と、
　前記第１の信号発生手段からの歌詞画像信号と前記第２の信号発生手段からの背景画像
信号とを合成して合成画像信号を送出する画像合成手段であって、前記記憶手段からの混
合比データの読出しのたびに該混合比データに応じて前記背景画像信号と前記歌詞画像信
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カラオケ演奏用の複数楽曲分の演奏データであって各楽曲毎に
もの 各楽曲に対応するフ

ェード制御情報としては、フェード制御用の混合比を設定すべきタイミングを示す時間デ
ータと該混合比を示す混合比データとを１組として順次の複数組のデータを記憶する

前記複数楽曲のうちから演奏すべき１つの楽曲を選択する選択手段と、
この選択手段で選択された楽曲に対応する演奏データ中の楽音指示情報、歌詞指示情報

及びフェード制御情報を楽曲進行に従って 該フェード制御情報
としての複数組のデータを読出す際には各組毎に時間データに基づいて時間を計測して該
時間データの示すタイミングになるたびに該時間データと組をなす混合比データを読出す
ようにして該複数組のデータを順次に



号

することにより前記背景画像信号と前記歌詞画像信号とを混
合した信号を前記合成画像信号として送出するものと、
　前記画像合成手段からの合成画像信号に応じて前記背景画像信号及び前記歌詞画像信号
の合成画像を表示する画像表示手段と
を備えたカラオケ演奏装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、カラオケ演奏装置に関し、特に楽曲進行に従って発生されるフェード制御情
報に応じて背景画像信号と歌詞画像信号との混合比を経時的に変更制御することにより歌
詞の表示／消去に同期してフェードイン／フェードアウト効果を実現可能としたものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来、カラオケ演奏装置の画像合成・表示部としては、図６に示すものが知られている。
【０００３】
画像合成回路１は、ビデオスーパーインポーザとも呼ばれるもので、背景画像信号Ｖ a  と
歌詞画像信号Ｖ b  とを合成し、合成画像信号Ｖ s  を送出する。画像表示装置２は、ＣＲＴ
表示装置等からなるもので、回路１からの合成画像信号Ｖ s  に基づいて背景画像信号Ｖ a  
に対応する背景画像と歌詞画像信号Ｖ b  に対応する歌詞画像とを例えば図５に示すように
画面Ｓに表示する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記した従来技術によると、カラオケ演奏の開始時には、歌詞画像が画面Ｓにパッと表示
され、色変え等の処理を終えた所定時間後には、歌詞画像が画面Ｓからパッと消去される
。このため、画面が見づらいことがあった。
【０００５】
この発明の目的は、歌詞の表示／消去に同期してフェードイン／フェードアウト効果を実
現することができる新規なカラオケ演奏装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係るカラオケ演奏装置は、
　 楽音指示情報、歌詞指示
情報及びフェード制御情報を含む を記憶する記憶手段であって、

もの
と、
　
　

読出す読出手段であって、

読出すものと、
　前記記憶手段から読出される楽音指示情報に応じてカラオケ演奏を行なう演奏手段と、
　前記記憶手段から読出される歌詞指示情報に応じて歌詞画像信号を発生する第１の信号
発生手段と、
　背景画像信号を発生する第２の信号発生手段と、
　前記第１の信号発生手段からの歌詞画像信号と前記第２の信号発生手段からの背景画像
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とに関して混合比を設定すると共にその設定時と次の設定時との間の混合比を内挿法に
より算出し、設定及び算出に係る混合比に従って前記背景画像信号と前記歌詞画像信号と
の混合比を経時的に変更制御

カラオケ演奏用の複数楽曲分の演奏データであって各楽曲毎に
もの 各楽曲に対応するフ

ェード制御情報としては、フェード制御用の混合比を設定すべきタイミングを示す時間デ
ータと該混合比を示す混合比データとを１組として順次の複数組のデータを記憶する

前記複数楽曲のうちから演奏すべき１つの楽曲を選択する選択手段と、
この選択手段で選択された楽曲に対応する演奏データ中の楽音指示情報、歌詞指示情報

及びフェード制御情報を楽曲進行に従って 該フェード制御情報
としての複数組のデータを読出す際には各組毎に時間データに基づいて時間を計測して該
時間データの示すタイミングになるたびに該時間データと組をなす混合比データを読出す
ようにして該複数組のデータを順次に



信号とを合成して合成画像信号を送出する画像合成手段であって、前記記憶手段からの混
合比データの読出しのたびに該混合比データに応じて前記背景画像信号と前記歌詞画像信
号

することにより前記背景画像信号と前記歌詞画像信号とを混
合した信号を前記合成画像信号として送出するものと、
　前記画像合成手段からの合成画像信号に応じて前記背景画像信号及び前記歌詞画像信号
の合成画像を表示する画像表示手段と
を備えたものである。
【０００７】
【作用】
　この発明の構成によれば、

するこ
とにより背景画像信号と歌詞画像信号とを混合した信号を合成画像信号として送出し、画
像表示手段に背景画像信号及び歌詞画像信号の合成画像を表示させるようにしたので、例
えば背景画像信号に混合する歌詞画像信号の比率を徐々に大きくしていくと、歌詞が徐々
に現われるフェードイン効果が得られ、反対に該比率を徐々に小さくしていくと、歌詞が
徐々に消えるフェードアウト効果が得られる。
【０００８】
【実施例】
図１は、この発明の一実施例に係るカラオケ演奏装置の回路構成を示すもので、この例で
は、カラオケ演奏（楽音発生）、画像表示等がマイクロコンピュータによって制御される
ようになっている。
【０００９】
バス１０には、ＣＰＵ（中央処理装置）１２、プログラムメモリ１４、ワーキングメモリ
１６、ＴＧ（トーンジェネレータ）１８、送受信ユニット２０、バッファメモリ２２、歌
詞画像信号発生回路２４、画像合成回路２６等が接続されている。
【００１０】
ＣＰＵ１２は、メモリ１４にストアされたプログラムに従って楽音発生、画像表示等のた
めの各種処理を実行するものである。ＣＰＵ１２には、タイマ２８から割込み信号ＴＩが
供給される。ＣＰＵ１２は、割込み信号ＴＩをカウントしてイベント間の相対時間を計測
することによりバッファメモリ２２からのイベントデータ等の読出しを行なう。
【００１１】
ワーキングメモリ１６は、ＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）からなるもので、ＣＰ
Ｕ１２による各種処理に際してレジスタ、カウンタ等として使用される記憶領域を含んで
いる。
【００１２】
ＴＧ１８は、カラオケ演奏を可能にする多数の楽音発生チャンネルを含むもので、各楽音
発生チャンネルからの楽音信号ＴＳは、アンプ、スピーカ等を含むサウンドシステム３０
に供給され、音響に変換される。サウンドシステム３０には、マイクロホン（Ｍ）３２も
接続されている。歌い手がカラオケ演奏に合わせてマイクロホン３２に向って歌うと、マ
イクロホン３２からの歌声信号ＳＳは、サウンドシステム３０によりＴＧ１８からの楽音
信号ＴＳと混合されて音響に変換される。
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とに関して混合比を設定すると共にその設定時と次の設定時との間の混合比を内挿法に
より算出し、設定及び算出に係る混合比に従って前記背景画像信号と前記歌詞画像信号と
の混合比を経時的に変更制御

フェード制御用の混合比を設定すべきタイミングを示す時間
データと該混合比を示す混合比データとを１組として順次の複数組のデータを楽曲毎にフ
ェード制御情報として記憶手段に記憶しておき、選択に係る楽曲に対応するフェード制御
情報としての複数組のデータを読出す際には各組毎に時間データに基づいて時間を計測し
て該時間データの示すタイミングになるたびに該時間データと組をなす混合比データを読
出すようにして該複数組のデータを順次に読出し、画像合成の際には混合比データの読出
しのたびに該混合比データに応じて背景画像信号と歌詞画像信号とに関して混合比を設定
すると共にその設定時と次の設定時との間の混合比を内挿法により算出し、設定及び算出
に係る混合比に従って背景画像信号と歌詞画像信号との混合比を経時的に変更制御



【００１３】
送受信ユニット２０は、例えば電話回線、ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）回線、ＩＳＤＮ（
サービス総合ディジタル網）等の通信回線を介してカラオケデータベースと通信するため
のものである。歌い手等がコマンダ（図示せず）により所望の曲をリクエストすると、Ｃ
ＰＵ１２は、リクエストメッセージを送受信ユニット２０を介してカラオケデータベース
に送信し、カラオケデータベースから送受信ユニット２０を介してリクエスト曲の演奏デ
ータをバッファメモリ２２に取込む。この場合、リクエスト曲に関連した背景画像データ
を取込むこともできる。
【００１４】
一例として、ハードディスク装置等のデータ記録装置３４をメモリ２２に接続しておくと
、メモリ２２のデータを記録装置３４に転送し、記録させることができる。このようにし
て、記録装置３４には、複数曲分の演奏データや画像データを記録しておき、演奏時には
送受信ユニット２０を介さずに所望の曲の演奏データ及び画像データを読出して利用する
ことができる。
【００１５】
図２は、１曲分の演奏データのフォーマットを例示するものである。この例では、ＭＩＤ
Ｉ（ミュージカル・インスツルメント・ディジタル・インターフェース）規格に基づく楽
曲演奏を対象としており、１曲分の演奏データは、複数ｎ（例えば１６）パートＰ１～Ｐ
ｎのデータを含んでいる。一例として、パートＰ１はメロディパート、パートＰ２は伴奏
パート…パートＰ（ｎ－１）は歌詞パート、パートＰｎはコントロールパートである。
【００１６】
パートＰ１のデータは、イベント発生順にイベントデータ及びイベント間相対時間データ
を順次に配置したもので、イベントデータとしては、ノートＮ 1  のオンイベントデータ、
ノートＮ 2  のオンイベントデータ、ノートＮ 1  のオフイベントデータ…等が配置され、隣
り合うイベントデータ間にイベント間相対時間Δｔを表わす時間データが配置される。各
オンイベントデータは、識別コード、チャンネルコード、音高データ及び音量データを含
み、各オフイベントデータとしては、音量を０としたオンイベントデータを用いる。
【００１７】
パートＰ（ｎ－１）のデータは、歌詞データ、混合比データ等を含むもので、Ｗ 1  ，Ｗ 2  
…等の各歌詞データは、一連の歌詞を表わす複数の文字データからなっている。歌詞デー
タＷ 1  は、最初に表示される一連の歌詞を表わし、歌詞データＷ 2  は、歌詞データＷ 1  に
続く一連の歌詞を表わす。歌詞データと混合比データの間及び隣り合う混合比データの間
には、イベント間相対時間Δｔを表わす時間データが配置される。歌詞データＷ 1  とＷ 2  
の間に配置される時間データ及び混合比データは、フェード制御データとして用いられる
ものである。
【００１８】
図３は、フェード制御の一例を示すもので、係数ａは、ｔ 1  ～ｔ m  の期間内に０．５から
１．０に徐々に変化し、係数ｂは、ｔ 1  ～ｔ m  の期間内に０．５から０へ徐々に変化する
。ｔ 1  ～ｔ m  の期間内において、ａ＋ｂ＝１で一定である。ｔ 1  ～ｔ m  の期間は、ｔ 1  ，
ｔ 2  ，ｔ 3  …ｔ m  のように複数に区分され、ｔ 1  ～ｔ 2  間、ｔ 2  ～ｔ 3  間…の相対時間Δ
ｔは、等しくてもよく、異なっていてもよい。
【００１９】
　図２に示す混合比データＲ１の前の時間データは、ｔ１ ～ｔ２ 間の相対時間Δｔを表わ
し、データＲ１の後の時間データは、ｔ２ ～ｔ３ 間の相対時間Δｔを表わし、以下これに
準ずる。また、混合比データＲ１は、ｔ２ 時点の混合比ａ１／ｂ１を表わし、混合比デー
タＲ２は、ｔ３ 時点の混合比ａ２／ｂ２を表わし、以下これに準ずる。

【００２０】
パートＰｎのデータは、ＰＣＭ音声、照明、マイクエコー等を制御するもので、例えば効
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図３に示すように
係数ａ，ｂを徐々に変化させるには、ｔ１ ～ｔ２ ，ｔ２ ～ｔ３ …等の期間内に周知の内挿
法により係数ａ，ｂを算出すればよい。



果Ｅ 1  のオンイベントデータ、イベント間相対時間Δｔを表わす時間データ、効果Ｅ 2  の
オンイベントデータ…等を含んでいる。
【００２１】
ＣＰＵ１２は、各パート毎にデータを読出した後該データの次の相対時間Δｔを割込み信
号ＴＩのカウントにより計測してΔｔの時間に達すると次のデータを読出すようにしてノ
ートオン、ノートオフ、歌詞、混合比、効果オン等のイベントデータをメモリ２２から読
出す。そして、読出データのうち、ノートオン、ノートオフのイベントデータは、ＴＧ１
８に供給され、歌詞データは、歌詞画像信号発生回路２４に供給され、混合比データは、
画像合成回路２６に供給される。なお、効果オンのイベントデータは、データ種類に応じ
て、図示しない音声復号手段、照明制御手段、マイク制御手段にそれぞれ供給される。
【００２２】
ＴＧ１８では、ノートオンイベントデータに応じて楽音信号が発生され、ノートオフイベ
ントデータに応じて楽音信号が減衰開始する。
【００２３】
メモリ２２からは、演奏すべき曲に関連した背景画像データが読出され、画像合成回路（
ビデオスーパーインポーザ）２６に背景画像信号ＶＡとして供給される。メモリ２２に背
景画像データを記憶させない場合には、ＬＤ（レーザーディスク）装置等の背景画像信号
源３６から画像合成回路２６に背景画像信号ＶＡを供給する。画像合成回路２６は、同期
信号分離回路を有し、この回路からの同期信号ＳＹＮを歌詞画像信号発生回路２４に供給
する。
【００２４】
歌詞画像信号発生回路２４は、メモリ２２からの歌詞データ（文字コードデータ）に基づ
いて歌詞画像信号ＶＢを形成するもので、信号ＶＢを同期信号ＳＹＮに応じたタイミング
で画像合成回路２６に供給する。回路２４は、一例として、画像ＲＯＭ（リード・オンリ
ィ・メモリ）及びビデオＲＡＭを含むもので、画像ＲＯＭにより歌詞データを文字パター
ンを表わす歌詞画像信号に変換すると共に、歌詞画像信号をビデオＲＡＭに書込み、ビデ
オＲＡＭから読出した歌詞画像信号ＶＢを画像合成回路２６に供給するようになっている
。
【００２５】
画像合成回路２６は、背景画像信号ＶＡと歌詞画像信号ＶＢとを混合するもので、その混
合比は、メモリ２２からの混合比データＲ１，Ｒ２…に応じて制御される。一例として、
図３に示したように係数ａ，ｂを定めた場合、信号ＶＡ，ＶＢの画像合成は、次の数１の
式に従って行なわれ、合成画像信号ＶＳが得られる。
【００２６】
【数１】
ＶＳ＝ａ×ＶＡ＋ｂ×ＶＢ
画像合成回路２６からの合成画像信号ＶＳは、ＣＲＴ表示装置等の画像表示装置３８に供
給され、装置３８の画面Ｓには、例えば図５に示すように背景画像及び歌詞画像が表示さ
れる。
【００２７】
最初に表示された歌詞の終りになると、混合比データに応じ且つ数１の式に従ってフェー
ド制御が行なわれるため、歌詞が徐々に消えるフェードアウト効果が得られる。この場合
、ａ＋ｂ＝１であるため、画面の明るさは一定である。
【００２８】
上記実施例では、歌詞の終りでフェードアウト効果を得るようにしたが、歌詞の始まりで
フェードイン効果を得るようにしてもよい。このためには、一例として、歌詞の始まりに
対応して混合比データを記憶すると共に、係数ａ，ｂを図４に示すように定め、数１の式
に従って画像合成を行なえばよい。図４において、ｔは時間を示し、係数ａは、１．０か
ら０．５に徐々に変化し、係数ｂは、０から０．５に徐々に変化する。
【００２９】
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この発明は、上記実施例に限定されるものではなく、種々の改変形態で実施可能なもので
ある。例えば、次のような変更が可能である。
【００３０】
（１）上記実施例では、カラオケ演奏装置として通信型のものを説明したが、この発明は
、非通信型のものでも実施可能である。例えば、データ記録装置３４として、多数曲の演
奏データを記録したＣＤ－ＲＯＭを用いると共に、このＲＯＭから所望の曲の演奏データ
をメモリ２２に読出して演奏を行なうようにしてもよい。この場合、曲に関連した背景画
像データも演奏データと一緒に扱える。
【００３１】
（２）混合比データは、図２に示したように歌詞パートのデータに混在させるのではなく
、他のパートのデータに混在させてもよく、あるいは１つの専用のパートに記憶させても
よい。また、混合比を示すデータと混合比制御を行なう時間間隔データとを１組として複
数組のデータを時系列的に記憶し、時間間隔内の経過時間から混合比を算出するようにし
てもよい。
【００３２】
（３）フェード制御される歌詞画像には、歌詞そのものだけでなく、グラフィックで描い
たタイトル画、アニメーション、静止画等を含めてもよい。
【００３３】
【発明の効果】
以上のように、この発明によれば、歌詞の表示／消去に同期して自動的にフェードイン／
フェードアウト効果が得られるようにしたので、パネル操作等を要せずに見やすい画面を
実現でき、歌いやすくなる効果が得られるものである。
【００３４】
また、曲毎にフェードイン／アウトの変化時間や混合比を設定するようにしたので、曲に
適合したフェードイン／アウト効果が得られる利点もある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の一実施例に係るカラオケ演奏装置の回路構成を示すブロック図であ
る。
【図２】　１曲分の演奏データのフォーマットを示す図である。
【図３】　フェード制御の一例を説明するためのタイムチャートである。
【図４】　フェード制御の他の例を説明するためのタイムチャートである。
【図５】　画像表示の一例を示す図である。
【図６】　従来の画像合成・表示部を示すブロック図である。
【符号の説明】
１０：バス、１２：ＣＰＵ（中央処理装置）、１４：プログラムメモリ、１６：ワーキン
グメモリ、１８：ＴＧ（トーンジェネレータ）、２０：送受信ユニット、２２：バッファ
メモリ、２４：歌詞画像信号発生回路、２６：画像合成回路、２８：タイマ、３０：サウ
ンドシステム、３２：マイクロホン、３４：データ記録媒体、３６：背景画像信号源、３
８：画像表示装置。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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